
アンケート調査の意見集約 11・ 23防災訓練

志加浦 ・ 90歳一人暮らし、応答がちぐはぐ。事故発生時このような人の対応は ?

(18)・ 町の職員だつたので訓練を受けていた。

。今の無線は何も聞こえない。昔は一軒一軒にあったが防災無線は取り外した。歩

かれない。週 2回来てもらっている。自分は誰が連れて行ってくれるかわからな

い。一人暮らしだから。

・防災無線は外にいて聞く。家の中にあった無線は取り外された。車いすのおばあ

ちゃんがいる。お父さんと2人で何とかする。【ハマナス園】の人と話している

が再稼働しないでほしい。若い者がいない。自分の命あきらめきれない、だから

逃げる。

・訓練の案内など分かりにくい。

・死ぬまで帰れないと思う。

・息子は (北陸電力勤務)5:00過 ぎに訓練にいった。
・辛抱して生活しており、原発の安全を願っている。

・原発はよくないと思っていたが、息子、娘、嫁が原発関係に努めているので仕方

がないと思っている。

・事故のないことを祈るだけ。

・事故がない。避難期間は考えない。

・防災訓練にいけばいいと思うが、なかなか行けない。

・止まっているが安全を考え動かしてほしい。みんなそう思っている。

・回答拒否。そういうことに参加したくない。(ア ンケート)

。避難訓練で)贋番になっている。だから今日はしない。指示に従う。子供 2人で逃

げる。子供は大きくなって車があるので。

・防災無線は聞こえた。あきらめている。結婚した時から原発があつたから。上の

人は紙の上でしか考えていない。震洋がない。

・希望として2～ 3年で帰りたい。

・風化させぬため定期的に訓練はありがたい。福島は他人ごとではない。

高 浜 。事故のないことを祈るだけ。
(7) ・重大事故が起こることは考えていない。長いスパンで考えていく必要がある。
・地域の人に、もっと広く訓練してほしい。

・三度と変えられなくなるのは困る。

・行政の方が何をやっているかわからない。人がいっぱい集まっているだけ。しつ

かりしろ。

・早く廃炉になるとよいが、できてしまっているので訓練等にお金がかかっている。

・一度訓練に参加したが、事故が起こると厳しい状況だと思った。


